
9

　日本民間教育大賞の授賞式は、２０１６年度中にお亡くなりになった塾関係の皆さまに黙祷を捧げてから開催され
た。「この１年の間に、本日特別功労賞を受賞される秋田の中村先生、群馬の碇先生、元ウインの山分先生、さらに
は中央教育研究所の梶浦社長をはじめ、塾業界に多大な貢献をしてくださった多くの方々がお亡くなりになりました。
授賞式に先立ちまして、ご冥福を祈って黙祷を捧げたいと思います」と司会のヒューマレッジ・木村吉宏代表が述
べると、参加者はいっせいに下を向いて目を閉じ、静寂のひとときの中で故人の冥福を祈った。
　授賞式は、昨年民間教育最高功労賞に輝いた、私塾協同組合連合会の森貞孝理事長の挨拶から始まった。「本日
受賞される先生方は、本当に心から敬愛してやまない方々ばかりです。塾の先生方は全員、あとに続いてこの業界
のイメージアップを図り、学習塾が日本にとって、保護者と子どもたちにとって大切なものであり、役に立つもので
あることを多くの人々に植え付けていただきたいと思います。受賞された先生方のすばらしい足跡を見ながら、心か
らお喜びの言葉を申し上げます」。
　授賞式が終わると、選定会議顧問の大島九州男参議院議員と渡辺美知太郎参議院議員が祝辞の言葉を述べた。
下村博文衆議院議員自由民主党幹事長代行、東京都支部連合会会長）は公務のため出席できなかったが、祝電が
届けられた。
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日本民間教育大賞 授賞式

⃝

授
賞
理
由
⃝

　奈
良
県
を
中
心
と
す
る
関
西
地
方
の

民
間
教
育
の
発
展
に
寄
与
し
た
功
績
。

⃝

略
歴
⃝

　
１
９
４
５
年
８
月
生
ま
れ
。
77
年
11

月
、
奈
良
県
生
駒
市
に
「
Ｋ
Ｅ
Ｃ
進
学

道
場
」
を
設
立
。
82
年
９
月
、
法
人
化
。

83
年
、「
Ｋ
Ｅ
Ｃ
進
学
道
場
」
を
「
Ｋ
Ｅ

Ｃ
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
に
名
称
変
更
。「
人
間

大
事
の
教
育
」
を
企
業
理
念

に
掲
げ
、
奈
良
県
北
部
を
中

心
に
集
団
指
導
教
室
、
個
別

指
導
教
室
、
パ
ソ
コ
ン
教
室

等
を
展
開
。
小
中
高
校
生
の

学
習
指
導
の
み
な
ら
ず
、
幼

児
の
才
能
開
発
指
導
か
ら

社
会
人
教
育
に
至
る
ま
で

幅
広
い
分
野
で
活
躍
し
た
。

２
０
１
２
年
３
月
没
。
享
年
66
歳
。

 

受
賞
の
ご
感
想
　

小
椋
義
則
様
（
小
椋
俊
男
先
生
の
ご
子
息
、

ケ
ー
イ
ー
シ
ー
代
表
）

　
こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
賞
を
父
に

贈
っ
て
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ち
ょ
う
ど
５
年
前
の
今
日
が
父
の
通

夜
で
し
た
。
生
前
、
父
と
一
緒
に
奈
良

県
で
一
番
愛
さ
れ
る
塾
に
な
り
た
い
と

い
う
夢
を
ず
っ
と
語
り
合
っ
て
き
ま
し

た
か
ら
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
こ
の
賞

を
い
た
だ
け
る
こ
と
は
、
本
当
に
感
慨

深
い
思
い
で
す
。

　
１
９
７
７
年
の
創
業
以
来
、
一
貫
し

て
「
人
間
大
事
の
教
育
」
と
い
う
企
業

理
念
に
も
と
づ
き
社
会
で
求
め
ら
れ
る

力
を
育
む
教
育
指
導
を
ひ
た
む
き
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
志
望
校
に
合
格
さ

せ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
優
し

さ
の
心
や
道
徳
心
を
持
ち
、
自
主
・
自

立
し
た
こ
れ
か
ら
の
社
会
の
発
展
に
寄

与
す
る
塾
で
あ
り
続
け
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
私
自
身
、
皆
さ
ま
の
ご
指
導
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
確
実
に
成

長
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

⃝

授
賞
理
由
⃝

　秋
田
県
を
中
心
と
す
る
東
北
地
方
の

民
間
教
育
の
発
展
に
寄
与
し
た
功
績
。

⃝

略
歴
⃝

　
１
９
４
３
年
５
月
秋
田
県
生
ま
れ
。

京
都
外
語
大
学
卒
業
後
の
71
年
、
秋
田

県
秋
田
市
の
自
宅
で
学
習
塾
を
開
業
。

の
ち
に
「
秋
田
英
数
学
院
」
と
名
称
変

更
後
、「
株
式
会
社
向
学
舎
グ
ル
ー
プ
」

と
し
て
法
人
化
。
開
業
の
当
初
か
ら
終

始
一
貫
「
自
学
力
の
獲
得
」（
自
ら
学
び
、

自
ら
を
伸
ば
す
自
学
力
）
を
企
業
理
念

と
し
て
掲
げ
て
秋
田
県
内
に
「
秋
田
英

数
学
院
」、「
秋
田
個
別
指
導
学
院
」、「
え

い
す
う
個
別
指
導
」、「
パ
ズ
ル
算
数
道

場
」、「
東
進
衛
星
予
備
校
」
な
ど
を
展

開
。
２
０
１
６
年
５
月
没
。
享
年
73
歳
。

 

受
賞
の
ご
感
想
　

中
村
ト
シ
様
（
中
村
芳
夫
先
生
の
奥
様
）

　
私
は
看
護
師
と
し
て
長
年
働
い
て
お

り
ま
し
た
の
で
、
主
人
が
病
気
で
入
院

し
た
と
き
、
在
宅
看
護
を
す
る
こ
と
を

最
初
か
ら
決
め
て
お
り
ま
し
た
。
元
気

な
と
き
に
は
地
域
で
お
祭
り
を
行
い
、

神
社
を
つ
く
る
な
ど
し
て
地
域
の
方
々

か
ら
本
当
に
愛
さ
れ
、
慕
わ
れ
て
お
り

ま
し
た
の
で
、
家
に
帰
り
た
い
は
ず
だ

と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
で
も
主
人
は
自

分
か
ら
は
、
決
し
て
家
に
帰
り
た
い
と

は
言
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
去
年
の
５
月

ま
で
ず
っ
と
在
宅
看
護
を
行
い
、
訪
問

医
療
の
医
師
、
ヘ
ル
パ
ー
、
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
方
々
に
も
家
に
来
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
私
は
そ
の
間
、
と
て
も
幸
せ
で
し
た
。

彼
は
ず
っ
と
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で

仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
ゆ
っ
く

り
家
に
い
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

他
の
地
域
で
塾
関
係
の
会
議
が
あ
る
と

き
に
は
１
泊
だ
け
多
め
に
休
み
を
と
っ

て
く
れ
て
、
私
を
連
れ
て
行
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
れ
が
何
よ
り
の
い
い
思
い

出
で
す
。

　
今
日
こ
う
し
て
こ
の
賞
を
い
た
だ
い

た
こ
と
は
、
皆
さ
ま
の
お
導
き
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
だ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小お

ぐ

ら椋 
俊と

し

お男
　先
生

株
式
会
社
ケ
ー
イ
ー
シ
ー 

創
業
者

　
前
代
表
取
締
役

民間教育特別功労賞中な
か
む
ら村 

芳よ

し

お夫
　先
生

株
式
会
社
向
学
舎
グ
ル
ー
プ

　
創
業
者
・
前
代
表
取
締
役

民間教育特別功労賞

小
椋
俊
男
先
生
の
ご
子
息
で
、
ケ
ー
イ
ー
シ
ー
代
表
の
小
椋
義
則
様

右
は
中
村
芳
夫
先
生
の
ご
子
息
で
、
向
学
舎
グ
ル
ー
プ

代
表
の
中
村
建
吾
様

中村芳夫先生の奥様である中村トシ様
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